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アンプトジャパン合同会社
神奈川県横浜市港北区新横浜3-6-12
日総第12ビル10階
� 045-565-9977　www.ampt.com

太陽光発電所のO&Mは、どのような考えに基づいて行うべきなのか。450MWのメガソーラーを管
理するオリックス・リニューアブルエナジー・マネジメント株式会社の百合田和久氏に、経年劣化を
見据えた適切なO&Mについて話をうかがった。

Ampt
ストリング
オプティマイザ

発電所の経年劣化を見据えた
リバンピングとリパワリング

出典：百合田和久氏

メガソーラー・プラントのライフサイクルを図示したもの。オペレーション期
間は以下の5フェーズに大別される。

故障率

初期故障

EPC保証
期間

Time

メガソーラー発電所のライフサイクル

プラント
ライフサイクル後

発電所の能力を引き上げるのがリパワリングであり、発電所の能力を最大限
に引き出すのがリバンピングだ。

パワコンレベルとストリングレベルでは、予め特定できる不具合の範囲がこ
れほど違う。ストリングレベルのモニタリングが適切なO&Mに欠かせないこ
とはこの図からも明らかだろう。

ストリングレベルで電力を調整し、最適な発電状況
を作り出す。ストリングレベルのモニタリングを可能
にし、パワコンのリプレース時にも配線の変更が不
要となるなど、導入のメリットは大きい。

完工時には表出しないが、運営機に表面化する設計や建設に起因するエラー

� .コミッショニングエラー期

バッテリー、換気扇等の駆動機器の故障が発生するタイミング  

� .修繕①期（5年目）

通信機器、ダイオード系のスイッチ部材の故障が発生するタイミング

� .修繕②期（7年目）

ヒューズ、空調機、強電系計測機器（電力メーター、電圧メーター等）の故障が発生
するタイミング

� .修繕③期（10年目）

開閉器、遮断器のスイッチ部分の故障が発生するタイミング

� .修繕④期（15年目）

経年劣化を見据えた
長期O&Mの考え方

リパワリングとリバンピングモニタリンレベルで異なる
不具合特定可能範囲のイメージ

メガソーラー事業から考察する施策
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オリックス・リニューアブルエナジー・
マネジメント株式会社
戦略責任者
百合田和久氏
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（発電能力）

実発電量

Revamping
=マネジメント
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Repowering=Technology
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